
第47回（平成26年度） 日本大学生産工学部 

学 術 講 演 会 

 【アクセス】 
  JR津田沼駅北口より京成バスにて15分， 
  または京成大久保駅より徒歩10分 
 【主 催】 日本大学生産工学部生産工学研究所 
 【お問い合わせ】  
  日本大学生産工学部 研究事務課    
    千葉県習志野市泉町1丁目2番1号            
    TEL：047-474-2281    FAX：047-474-2292 
     E-mail：cit.research@nihon-u.ac.jp 
 

平成26年12月6日（土） 9時00分～17時00分 
日本大学生産工学部津田沼校舎 39号館 

◆参加無料，事前申込み不要 
◆プログラムは生産工学部ホームページからご覧いただけます。 
   http://www.cit.nihon-u.ac.jp/laboratory/industrial-technology/kouen 

9時00分～10時57分 
／14時20分～16時00分 
●構造・強度    ・・・ ３・４階 

●計測・制御・情報    ・・・ ４・６階 

●環境・エネルギー     ・・・ ３・４階 

●材料・物性    ・・・ ５階 

●デザイン・マネジメント  ・・・ ５階 

●人間・自然科学 
  ／人文・社会・教育   ・・・ ４階 
 

研究発表 

ポスターセッション 
11時15分～12時00分 
／16時10分～16時55分 

１階ギャラリー 
 

懇親会   

12時30分～14時07分  ６階スプリングホール 

●学術賞受賞者の紹介   
●「安全に関する本学部での研究と 
   その将来」  
 1.輸送の安全 
    確率論的リスク評価手法の概念に基づいた 
       海難要因分析手法に関する研究 
      （三友信夫・生産工学部マネジメント工学科） 

 2.市民の安全 
     市町村の防災対策調査と災害応力の育成に 関する研究   
      （鷲見浩一・生産工学部土木工学科） 

 3.化学物質の安全 
     反応性物質の危険性評価手法の検討 
        （吉野 悟・生産工学部環境安全工学科） 

 4.食生活の安全 
     食の安全と食品物理学 
        （小林奈央樹・生産工学部教養・基礎科学系） 

 5.食品の安全 
    グローバル化に対応した食品生産における安全管理 
          ‐フードデイフェンスや輸出戦略への対応を含む‐ 
              （五十部誠一郎・生産工学部マネジメント工学科） 17時20分～            ２階カフェテリア   

オーガナイズドセッション 
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